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Well-being
良好な 状態

幸せ
幸福

福祉

happi-
ness

感情として
の幸せ

（広義の健康）
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健康
（狭義の）





自民党 ウェルビーイング計画推進特命委員会

NTT

渡辺淳司

自民党前政調会長

下村博文
慶應義塾大学

前野隆司
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政府

ウェルビーイングが
デジタル田園都市
国家構想の指標
に！



人的資本

経営・投資

人的資本

情報開示・
可視化

良き循環

Well-
being
Well-
being

伊藤邦男
一橋大学名誉教授

人的資本経営と
ウェルビーイングの関係
人的資本経営とは、人材を「資本」として捉え、
その価値を最大限に引き出すことで、中長期的な
企業価値向上につなげる経営のあり方



ウェルビーイング学会 会員募集中！

慶應義塾大学

前野隆司
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東洋経済オンライン
2020.1.27

｢グレタさん｣は現代の
｢イエスかブッダ｣なのか

｢人類史の移行期｣に
生まれる価値観と倫理

広井良典
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「人口減少社会』広井良典（京都大学こころの未来研究センター教授） 10

広井良典



人類1.0
20万年前〜
最初の成長期

人類1.1
最初の成熟期
心のビッグバン

人類2.0
1万年前〜
農耕革命後の成長期

人類2.1
2度目の成熟期
枢軸時代
ブッダ、老荘
ソクラテス

人類3.0
300年前〜
産業革命後の成長期
成長第一の社会

経済成長から、心の成長へ

イマココ

これからは

人類3.1
3度目の成熟期
幸せと文化の時代
Well-being第一の
社会
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イマココ

SDGs
MDGs

WGs?

これからは

人類3.1
3度目の成熟期
幸せと文化の時代
Well-being第一の
社会
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• ウェルビーイング産業の進展（健康産業のよう
に幸せ産業が進展）

• 経済成長から心の成長（文化・芸術・感性・創
造性・〇〇道・クールジャパン）に価値シフト

• 美しい心、美しい社会の時代へ
• ルネサンスのように、1.1、2.1に学ぶ動きも

経済成長から、心の成長へ



ウェルビーイング（幸せ、健康、福祉）につ
いては多くの研究が行われており、「何がウ
ェルビーイングに影響するか？」について多
くのことがわかっている。

たとえば、利他性、感謝、自己肯定感、やり
がい、楽観性、視野の広さ、つながりの質、
友人の多様性、などなど。

では、ウェルビーイングを陽に考慮した、も
のづくり、ことづくり、人づくり、組織づく
りの方法を確立して、広められないか？

ウェルビーイングを陽に考慮した
〇〇のシステムデザイン方法論
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ウェルビーイング産業
イメージ

ウェルビーイング
哲学・倫理学・
思想

ウェルビーイング
研究の産官学民
連携

生きとし生けるものが幸せに生きる
平和な世界を日本がリード

ウェル
ビーイン
グ教育

ウェル
ビーイン
グアート



幸せの輪を
広げよう！
幸せの輪を
広げよう！
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